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1968年に四国初の透析室として発足。透

析指導医３人、同専門医１人、泌尿器科専

門医１人体制。県内約2500人の透析患者の

うち、約１割が利用している。

所在地 高松市鬼無町藤井435―１
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■ キナシ大林病院
内科・透析センター

■
お
お
ば
や
し
・
ひ
ろ
あ
き

１
９

９
１
年
金
沢
大
医
学
部
卒
。
新
潟
大

医
学
部
付
属
病
院
、
信
楽
園
病
院
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
研
究
員
な
ど

を
経
て
２
０
１
１
年
４
月
か
ら
現

職
。
日
本
透
析
医
学
会
透
析
専
門
医

・
指
導
医
。
高
松
市
出
身
。

歳
。

血
液
中
の
老
廃
物
の
排
出
が

困
難
に
な
る
腎
不
全
。
完
治
に

は
腎
移
植
が
必
要
だ
が
、

年

以
上
も
臓
器
の
提
供
を
待
ち
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現

状
で
、
現
段
階
で
は
人
工
透
析

に
よ
る
治
療
が
中
心
と
な
る
。

こ
の
中
で
、
老
廃
物
を
除
去
す

る
効
率
が
高
い
「
血
液
ろ
過
透

析
」
に
力
を
入
れ
る
キ
ナ
シ
大

林
病
院
内
科
・
透
析
セ
ン
タ
ー

の
大
林
弘
明
セ
ン
タ
ー
長
に
、

そ
の
理
論
や
特
徴
な
ど
を
聞
い

た
。｜

透
析
の
仕
組
み
は
。

人
工
透
析
の
方
法
に
は
、
主

に
「
血
液
透
析
」
「
腹
膜
透
析
」

「
血
液
ろ
過
透
析
」
の
３
種
類

が
あ
る
。
最
も
一
般
的
な
血
液

透
析
は
、
半
透
膜
で
半
分
に
区

切
っ
た
人
工
腎
臓
の
中
に
、
血

液
と
血
液
よ
り
も
濃
度
の
低
い

透
析
液
を
そ
れ
ぞ
れ
流
す
。
濃

度
の
高
い
液
体
が
薄
い
液
体
の

方
へ
染
み
出
る
作
用
を
利
用
し

て
、
半
透
膜
を
通
し
て
血
液
中

の
尿
毒
素
な
ど
を
透
析
液
側
に

排
出
す
る
。
体
内
の
血
液
循
環

に
合
わ
せ
る
た
め
、
１
回
の
透

析
に
は
約
４
時
間
か
か
る
。

｜
血
液
ろ
過
透
析
は
何
が
違

う
の
か
。

血
液
内
に
直
接
、
透
析
液
に

類
似
し
た
成
分
か
ら
な
る
補
充

液
を
入
れ
る
の
が
特
徴
。
透
析

に
よ
っ
て
、
体
に
必
要
な
ア
ル

ブ
ミ
ン
な
ど
の
成
分
も
老
廃
物

と
一
緒
に
血
液
か
ら
排
出
さ
れ

て
し
ま
う
た
め
、
大
量
の
補
充

液
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
血
液

の
成
分
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
吸
引
器
で
透

析
液
を
大
量
に
吸
い
出
し
、
流

れ
を
速
く
す
る
。
人
工
腎
臓
内

を
循
環
す
る
量
が
増
え
、
半
透

膜
を
通
り
抜
け
る
量
が
大
幅
に

増
加
す
る
こ
と
で
、
血
液
透
析

で
は
排
出
し
に
く
か
っ
た
血
液

中
の
大
き
な
分
子
を
引
っ
張
り

出
し
、
老
廃
物
を
１
〜
２
割
程

度
多
く
取
り
除
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。

｜
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
。

血
液
透
析
治
療
を
長
年
続
け

て
い
る
と
、
手
の
し
び
れ
や
関

節
の
痛
み
な
ど
が
生
じ
る
合
併

症
の
原
因
と
な
る
タ
ン
パ
ク
質

「
β
２
｜
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
」

の
蓄
積
が
関
節
や
骨
な
ど
で
進

む

血
液
ろ
過
透
析
な
ら

タ
ン

パ
ク
質
な
ど
の
大
き
な
分
子
の

除
去
も
可
能
と
な
る
た
め
、
血

液
透
析
と
比
べ
て
、
痛
み
な
ど

が
悪
化
す
る
危
険
性
を
２
割
程

度
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
透
析
中
は
血
液
中
の

水
分
が
取
り
除
か
れ
る
た
め
、

体
を
循
環
す
る
血
液
量
が
少
な

く
な
り
血
圧
が
下
が
り
や
す

い
。
血
液
ろ
過
透
析
で
は
、
体

の
組
織
か
ら
血
管
内
に
水
分
を

引
っ
張
り
出
す
力
が
わ
ず
か
に

高
い
補
充
液
を
供
給
す
る
た

め
、
血
圧
の
低
下
を
起
こ
し
に

く
く
、
低
血
圧
に
悩
む
患
者
に

勧
め
て
い
る
。

｜
課
題
は
な
い
の
か
。

補
充
液
は
直
接
血
管
内
を
流

れ
る
の
で
、
品
質
管
理
が
重
要
。

供
給
す
る
補
充
液
を
通
す
パ
イ

プ
に
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
設
置
す

る
な
ど
し
て
、
無
菌
状
態
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
院
で

は
、
透
析
医
療
の
専
門
家
で
あ

る
臨
床
工
学
技
士
を

人
配
置

し
て
お
り
、
毎
月
１
回
は
透
析

液
の
成
分
に
異
常
や
汚
れ
が
な

い
か
、必
ず
細
菌
検
査
を
行
う
。

｜
患
者
が
気
を
付
け
る
こ
と

は
。食

生
活
が
大
切
。
生
野
菜
な

ど
に
多
く
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム

は
、
主
に
尿
で
排
出
す
る
の
で

取
り
す
ぎ
を
控
え
る
。
１
日
あ

た
り
の
水
分
の
摂
取
量
は
、
一

般
的
に
１
５
０
０
㍉
㍑
な
の
に

対
し
て
、
透
析
患
者
は
尿
が
出

せ
ず
体
内
に
水
分
が
た
ま
り
や

す
い
の
で
、
７
０
０
㍉
㍑
が
目

安
に
な
る
。
血
圧
が
上
昇
す
る

塩
分
の
１
日
あ
た
り
の
摂
取
量

は
６
㌘
未
満
に
制
限
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。

摂食障害 治療に光
支援センター全国整備へ

拒
食
症
や
過
食
症
な
ど
の
摂
食
障
害
は
、
適
切
な
治
療
を

受
け
な
い
と
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
深
刻
な
病
気
だ
。
近
年
、

若
い
女
性
を
中
心
に
患
者
数
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
専
門
医
や
専
門
的
な
治
療
が
で
き
る
医
療
機
関
が
少
な

く
、
患
者
は
行
き
場
を
失
っ
て
い
る
。
現
状
を
打
開
し
よ
う

と
、
厚
生
労
働
省
は
来
年
度
、
治
療
や
研
究
の
拠
点
と
し
て

全
国

カ
所
程
度
の
「
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す
る

方
針
を
決
め
た
。
専
門
医
や
患
者
ら
は
「
大
き
な
第
一
歩
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

高
い
死
亡
率

「
今
回
の
厚
労
省
の
構
想
は
、

私
た
ち
が
考
え
て
き
た
も
の
と

ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
私
た
ち
の
運

動
も
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
実
際
に
役
立
つ
も
の
に

な
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
問

題
。
こ
れ
か
ら
も
発
言
や
提
案

を
し
て
充
実
し
た
も
の
に
し
た

い
」

月
初
め
、
神
戸
市
内
の
ホ

ー
ル
。
公
的
な
専
門
治
療
機
関

の
設
立
を
求
め
る
専
門
家
ら
で

つ
く
る
「
摂
食
障
害
セ
ン
タ
ー

設
立
準
備
委
員
会
」
が
開
い
た

講
演
会
で
、
浪
速
生
野
病
院
（
大

阪
市
）
の
生
野
照
子
・
心
身
医

療
科
部
長
は
こ
う
話
し
た
。

準
備
委
は
２
０
１
０
年
に
組

織
さ
れ
、
啓
発
や
署
名
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

月
末
に

は
約
２
万
４
千
人
分
の
署
名
を

国
に
提
出
し
た
。

摂
食
障
害
は
、
心
理
的
な
要

因
で
食
事
の
取
り
方
に
異
常
が

相
談
と
助
言

生
じ
る
病
気
。
食
事
の
量
を
極

端
に
制
限
す
る
拒
食
症
と
、
発

作
的
大
食
い
を
繰
り
返
す
過
食

症
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
若

い
女
性
に
多
い
が
、
や
せ
て
い

る
こ
と
を
礼
賛
す
る
社
会
的
風

潮
を
背
景
に
、
児
童
や
中
高
年

の
女
性
、
男
性
の
発
症
も
増
え

て
い
る
。
特
に
拒
食
症
は
栄
養

失
調
な
ど
の
合
併
症
で
７
〜

％
が
死
亡
。
自
傷
行
為
や
自
殺

に
走
る
人
も
い
る
。

摂
食
障
害
の
正
確
な
患
者
数

は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、

〜

年
度
の
厚
労
省
研
究
班
の
調

査
に
よ
る
と
、
女
子
中
学
生
で

は
１
０
０
人
に
１
〜
２
人
の
頻

度
だ
っ
た
。

だ
が
、
医
療
の
現
状
は
お
寒

い
限
り
だ
。
公
的
な
専
門
治
療

機
関
は
皆
無
。
専
門
医
の
数
は

限
ら
れ
、
数
少
な
い
専
門
外
来

に
は
患
者
が
集
中
し
、
初
診
ま

で
数
カ
月
待
ち
の
状
態
だ
と
い

う
。厚

労
省
の
計
画
で
は
、
精
神

科
や
心
療
内
科
の
外
来
が
あ

り
、
救
急
対
応
も
で
き
る
総
合

病
院

カ
所
程
度
を
治
療
支
援

セ
ン
タ
ー
に
指
定
す
る
。
入
院

治
療
が
必
要
な
急
性
期
の
患
者

を
受
け
入
れ
る
ほ
か
、
地
域
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
か
ら
の
相
談

に
応
じ
て
治
療
の
助
言
を
し
た

り
、
患
者
や
家
族
へ
の
支
援
、

地
域
住
民
へ
の
啓
発
活
動
を
担

っ
た
り
す
る
。

ま
た
、
支
援
セ
ン
タ
ー
で
得

た
知
見
や
デ
ー
タ
を
集
約
し
、

治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
指
針
の
開

発
を
行
う
全
国
拠
点
機
関
も
１

カ
所
設
け
る
。

こ
う
し
た
連
携
に
よ
り
専
門

医
以
外
も
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
治
療
の
裾

野
が
広
が
る
。

「
絶
対
治
る
」

厚
労
省
は
来
年
度
予
算
の
概

算
要
求
で
、
相
談
員
配
置
に
必

要
な
人
件
費
な
ど
約
４
４
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。
支
援
セ
ン

タ
ー
に
か
か
る
費
用
は
、
施
設

が
あ
る
自
治
体
と
国
が
半
分
ず

つ
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

計
画
に
対
す
る
関
係
者
の
期

待
は
膨
ら
ん
で
い
る
。
神
戸
で

の
講
演
会
終
了
後
の
記
者
会

見
。
生
野
さ
ん
は
「
患
者
さ
ん

に
光
を
も
た
ら
し
ま
し
た
」
と

高
く
評
価
。

摂
食
障
害
経
験
者
が
運
営
す

る
自
助
グ
ル
ー
プ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
の

高
橋
直
樹
さ
ん

は
「
高
校

２
年
か
ら
過
食
嘔お

う

吐と

に
か
か
り

ま
し
た
。
私
を
引
き
受
け
て
く

れ
る
医
師
が
い
な
け
れ
ば
死
ん

で
い
た
。
今
悩
ん
で
い
る
仲
間

や
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
国

レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

浪
速
生
野
病
院
で
患
者
の
支

援
に
協
力
し
て
い
る
小
林
愛
さ

ん

も
「
病
気
を
乗
り
越
え

ら
れ
た
か
ら
今
の
私
の
人
生
が

あ
り
ま
す
。
で
も
、
命
を
な
く

し
た
仲
間
も
い
ま
す
。
摂
食
障

害
は
絶
対
に
治
る
病
気
で
す
。

誰
一
人
欠
け
る
こ
と
な
く
生
き

て
い
け
る
、
そ
ん
な
治
療
が
で

き
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
た
。

第
一
歩

患
者
ら
期
待

摂食障害治療について意見が

交わされた講演会‖１日、神

戸市産業振興センター

女性が自分の卵子で妊娠で

きない場合に、第三者（ドナ

ー）から提供された卵子で体

外受精をするという方法があ

る。倫理的な問題もあって日

本では広く行われていない

が、多くの先進国で女性の出

産年齢が上がり卵子の老化に

よる不妊が問題となる中、米

国では過去 年でドナー卵子

による体外受精の件数が17

倍に増えたことが分かった。

米エモリー大などのチームが

米医師会雑誌（ＪＡＭＡ）に

報告した。

チームは体外受精の実施

施設が毎年国に報告する実

績データを2000～ 年まで収

集。全米の施設の ％に当た

る443施設分を分析した。

それによると ドナー卵子

による体外受精は 年に１万

801件だったが 年には１万

8306件に増えた ドナーの平

均年齢は 歳 患者は同 歳

で 年前とほぼ同じだった

早産や多胎、未熟児ではな

い良好な出産に至った女性の

割合は 年の ％から 年は

％に改善。受精卵を凍結し

て用いる割合が増えたこと

や、子宮に移植する受精卵の

数を減らすよう推奨されるな

ど、この間の変化が影響した

可能性がある。

卵子提供には排卵誘発剤を

使うため、ドナーには薬の副

作用のリスクがある。米国で

の提供は原則有償で、米メデ

ィアによると日本円にして数

十万～100万円がドナーに支

払われることが多い。日本で

は難しいこの治療を米国で受

け、帰国後出産する日本人女

性もいる。

論文にコメントした別の専

門家は「卵子提供は今後も減

らないだろう」と指摘。現在

の米国のシステムではドナー

の健康状態などを追跡できな

いため、改善が必要と提言し

ている。

卵子提供 米国で増加

体外受精件数

年で17倍
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①観音寺市②111122
③肇充・友香梨 長女
④わが家の笑顔の中心！元
気に大きくなってね

①坂出市②101122
③昭憲・智美 次男
④これからも元気な笑顔を
見せてね！ＬＯＶＥ

①さぬき市②101122
③信治・由美子 長女
④いつもニコニコ優しいお
姉ちゃんになってね

①さぬき市②121122
③信治・由美子 長男
④祝１歳！お姉ちゃんと仲
良く大きくなあれ！

①さぬき市②101122
③憲昭・未智留 長女
④歌うことが大好きな実
礼、夢はＡＫＢ４８‼

①三豊市②121122
③司・愛子 長女
④生まれてきてくれてあり
がとう。大きくなってね

①小豆島町②121122

③大二・真依 次男
④これからもニコニコ笑顔
の彰真でいてね！

①土庄町②111122

③圭正・麻紀 次女
④アンパンマン大好き唯
愛。優しく育ってね！

①まんのう町②101122

③尚也・直美 長女
④祝３歳！これからも元気
に大きくなってね！

①兵庫県②111122

③浩二・景子 長男
④お船にのって、また小豆
島のお家に行こうね

①兵庫県②121122

③大介・知美 長女
④わが家のお姫様、１歳の
誕生日おめでとう‼

①善通寺市②121115

③早記・房恵 長女
④みんなに愛される、かわ
いい子になあれ！

①高松市②121114

③周作・泰代 長女
④大きくなってもやさしい
笑顔忘れないでね！

①高松市②111114

③但・美保 次女
④祝２歳！良いことの続く
１年でありますように

①坂出市②121112

③聖峰・沙知 長女
④もうすぐお姉ちゃん。明
るく元気に育ってね

①埼玉県②121112

③陽介・梨江 長男
④祝１歳！いつもキラキラ
笑顔をありがとう！

①高松市②101122
③竜也・宏美 長女
④おちゃめで元気な詩子ち
ゃん３歳おめでとう

①高松市②111122
③功一・千恵 次女
④２歳おめでとう！たくさ
んの幸せありがとう

①高松市②111122
③剛朋・久美子 長女
④２歳おめでとう。泣いて
笑って大きくなぁれ

①高松市②121122
③祐作・めぐ美 長女
④いい夫婦でいられるよう
精進いたします
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